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アイスプラント(Mesembryanthemum crystallinum L.)は , NaCl 存在下で光合成型を C3 から

CAM に変換する . 本研究では PEPC 及び PEPC キナーゼをコードする遺伝子(PEPC 及び

PPCK1)に着目し , トランスクリプトーム解析 , 発現相関解析 , 及び分子間結合予測法を用

いて , CAM 駆動に係るゲノム非翻訳領域を含む転写調節機構の解明を試みた . 4 処理区間

(C3 型朝昼 , CAM 型朝昼)で有意に発現変動する転写産物(DET)を 5983 種類 , 及び長鎖非翻

訳 RNA(lncRNA)を 265種類同定した . 解析の結果 , PEPC及び PPCK1が属する群内で , C2H2

転写因子が DETの上流プロモータに結合すると予測された . さらに , 6種類の lncRNAが転

写因子と結合すると予測された . 本結果から , アイスプラントにおいて C2H2 転写因子が

非翻訳産物と連携して CAM 光合成を駆動することが示唆された . 


